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Ａ．研究目的 

平成 30 年から令和元年にわたって行われ

た『歯科技工士の養成・確保に関する検討

会』の報告書において、歯科技工業の内容や

歯科技工士の教育内容について検討すること

の必要性が示された。そのため、令和 2 年度

の厚生労働科学特別研究『歯科技工士の業務

内容の見直しに向けた調査研究』において、

業務範囲（「歯科医師の指示のもとで歯科技

工士が行ってもよいと考える行為」及び「必

要な教育・研修を受ければ、歯科医師の指示

のもとで歯科技工士が行ってもよいと考える

行為」）に関する意識調査が実施された。こ

の研究により、歯科技工士が診療室チェアサ

イドおよび歯科訪問診療先で、今後、歯科技

工士に求められる業務内容について整理さ

れ、歯科技工士の業務内容に関する議論の基

礎資料が得られた。ただし、業務内容が示さ

れたものの、実施には課題も多い。 

本年度の研究の目的は、歯科技工士が診療

室のチェアサイドおよび歯科訪問診療先で

「歯科医師の指示のもとで歯科技工士が行っ

てもよいと考える行為」と「必要な教育・研

修を受ければ、歯科医師の指示のもとで歯科

技工士が行ってもよいと考える行為」（令和

2 年度厚労科研で調査された項目、以下同

様。）のうち、研究班で選定した 17 行為につ

いて、現状における教育内容の実態を把握し

て必要とされる教育内容を明らかにすること

にある。 

 

Ｂ．研究方法 

 教育の実態を把握するため、全国の歯科技

工士養成施設に対して調査票によるアンケー

Ⅰ．業務・教育内容検討に関する研究 

研究要旨 

歯科技工士が診療室のチェアサイドおよび訪問歯科診療先で「歯科医師の指示のも

とで歯科技工士が行ってもよいと考える行為」と「必要な教育・研修を受ければ、歯

科医師の指示のもとで歯科技工士が行ってもよいと考える行為」を実施すると仮定し

た場合における、これらの行為に関する教育の現状を明らかにするため、歯科技工士

養成施設に対するアンケート調査とヒアリング調査を行った。その結果、歯科技工業

務を拡大すると仮定した場合に、候補となる行為とともに、その行為を行ううえで必

要と考えられる教育項目のうち、教育できていない部分を明らかにできた。教育の実

態把握に関しては、評価基準を策定し、点数化による客観的評価を試みた。 
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ト調査を実施した。また、教育内容の詳細お

よび課題等について、7 つの歯科技工士養成

施設を対象にヒアリング調査を実施した。 

 

【調査票によるアンケート調査】 

 1. 調査対象 

全国のすべての歯科技工士養成施設 49 か

所を調査対象とした。 

 

2. 調査研究方法 

 調査票を新たに作成し、無記名のアンケー

ト形式による往復郵送調査法とした。 

 

 3. 調査項目（内容） 

   

令和 2 年度に実施した厚生労働科学特別研

究の意識調査結果を基に、診療室のチェアサ

イドおよび歯科訪問診療先において「歯科医

師の指示のもとで」もしくは「必要な教育・

研修を受ければ、歯科医師の指示のもと

で」、①40％以上の歯科医師が「歯科技工士

が行ってもよい」と考えている行為、②30％

以上の歯科医師が「歯科技工士が行ってもよ

い」と考えている、とともに生体の侵襲度が

低い行為、および③ME 機器を扱う行為、の

中から 17 の行為を選定した（以下、「研究

班選定の 17 行為」）。 

 

 ・所在地、修業年限、教員数 

 ・研究班選定の 17 行為（①患者と接する

行為、②患者の口腔内に歯科技工物を挿

入、装着する行為、③歯科訪問診療の行

為、④色調選択（歯冠修復治療）、⑤暫

間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療）、⑥歯冠修復物の試適（歯冠修復治

療）、⑦歯冠修復物の研磨（歯冠修復治

療）、⑧人工歯選択（全部床義歯治療）、

⑨ろう義歯試適（全部床義歯治療）、⑩

チェアサイドでの義歯の修理（全部床義

歯治療）、⑪人工歯選択（部分床義歯治

療）、⑫ろう義歯試適（部分床義歯治

療）、⑬チェアサイドでの義歯の修理

（部分床義歯治療）、⑭光学印象、⑮口

腔内写真の撮影、⑯咀嚼能力検査（グミ

ゼリー）、⑰義歯を口腔内から取り外

す） 

 ・行為に対する教育の有無 

・該当する教育項目 

・教育している学年 

・教育している時間数 

・教育している方法 

・教員の職種 

（資料 1：調査票参照） 

 

 4. 発送数と分析方法 

 日本国内の全ての歯科技工士養成施設を調

査対象とし、発送数は 49 通とした。 

歯科技工士養成施設から得られた調査票の

回答を、調査項目別に単純集計した。さらに、

その集計から得られたいくつかの結果に関し

てクロス集計した。 

 

 5. 調査実施期間 

 令和 3 年 10 月に調査対象に調査票を送付

した。回答締め切りは 11 月 8 日とした。 

 

（倫理面への配慮） 

 本調査は、明海大学倫理委員会の承認（承

認番号 A2030 号）を経て実施した。 
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【ヒアリング調査】 

1. 調査対象 

歯科技工士養成施設の中から地域区分や修

業年限別等を考慮して抽出した 7 校（2 年制

4 校、3 年制 1 校、4 年制 2 校）（関東・甲信

越 3 校、近畿 1 校、中国・四国 3 校）を調査

対象とした。 

 

2. 調査研究方法 

 先の調査結果を踏まえて、いくつかの項目

を選定して新しく調査票を作成し、それを基

にした対面もしくは Web でのヒアリング調

査を WG 委員が行った。 

 

3. 調査項目（内容） 

 ・相互実習 

 ・臨床見学実習 

 ・デジタル技術の実習 

 ・感染予防、医療安全に関する実習 

 ・咀嚼能力検査に関する実習 

 ・模型実習 

（資料 2：ヒアリング調査票参照） 

 

4. 分析方法 

 得られた調査票の回答を、調査項目別に単

純集計した。 

 

5. 調査実施期間 

 令和 4 年 2 月に調査対象に対してヒアリン

グを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ．研究結果 

  

 

[1] アンケート調査 

有効回答は 35 通あり、有効回答率は 71.4%

であった。 

[1-1]回答者について 

1. 地域区分 

 調査対象の所在地域と割合を図 1-1 に示す。

全国各地から回答が集まった。 

 

 

図 1-1 調査対象の所在地域 

 

 2. 学校種別 

 専門学校からの回答が 85.7%（30 校）を

占めた（図 1-2）。 
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図 1-2 調査対象の種別 

 

3. 修業年限 

 2 年制の回答が 85.7%（30 校）を占めた

（図 1-3）。 

 

 

図 1-3 調査対象の修業年限 

 

 4. 1 学級定員 

 養成施設の 1 学級定員について、「30～39

人」の回答が半数を超えていた（図 1-4）。 

 

 

図 1-4 調査対象の 1 学級定員 

 

5. 教員数 

 常勤の教員数は、「4～5 人」の回答が多か

った（図 1-5）。 

 

 

図 1-5 常勤の教員数 

 

 6. 歯科衛生士課程の併設 

 約 2/3 の養成施設が歯科衛生士課程を併設

していた（図 1-6）。 
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図 1-6 歯科衛生士課程の併設 

 

 7. 臨床見学の有無 

 歯科技工所での見学を実施している養成施

設は約 6 割、歯科診療所での見学を実施して

いる養成施設は 4 割であった（図 1-7）。 

 

 

図 1-7 臨床見学の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[1-2]診療室のチェアサイドおよび歯科訪問

診療先における行為の教育について 

1. 総論の行為 

 1) 患者と接する行為 

 以下の 5 つの項目について、教育の有無を

調査した。 

・人間関係論 

・コミュニケーション論 

・医療倫理 

・チーム医療論 

・介護（訪問診療のため） 

その結果、「人間関係論」で約 6 割、「コミ

ュニケーション論」、「医療倫理」、「チーム医

療論」では 8 割以上の養成施設で教育してい

たが、「介護（訪問診療のため）」について教

育している養成施設は約 4 割にすぎず、大半

は講義によるものだった（図 2-1～5）。 

 

 

図 2-1 人間関係論 

 

 

図 2-2 コミュニケーション論 
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図 2-3 医療倫理 

 

 

図 2-4 チーム医療論 

 

 

図 2-5 介護（訪問診療のため） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2) 患者の口腔内に歯科技工物を挿入、装

着する行為 

以下の 10 個の項目について、教育の有無

を調査した。 

・感染予防：感染症 

・感染予防：予防対策の考え方 

・感染予防：予防対策の実際・手指衛生 

・感染予防：予防対策の実際・個人防護具  

・感染予防：予防対策の実際・滅菌と消毒  

・感染予防：予防対策の実際・医療廃棄物  

・医療安全：重要性 

・医療安全：偶発事故（誤嚥など） 

・医療安全：医療過誤 

・医療安全：緊急対応 

 その結果、感染予防に関する項目について

は 6 割を超える養成施設で教育していたが、

医療安全に関する項目を教育している養成施

設は少なかった（図 2-6～15）。 

 

 

図 2-6 感染予防：感染症 
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図 2-7 感染予防：予防対策の考え方 

 

 

図 2-8 感染予防：予防対策の実際・手指衛

生 

 

 

図 2-9 感染予防：予防対策の実際・個人防

護具 

 

 

図 2-10 感染予防：予防対策の実際・滅菌と

消毒 

 

 

図 2-11 感染予防：予防対策の実際・医療廃

棄物 

 

 

図 2-12 医療安全：重要性 
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図 2-13 医療安全：偶発事故（誤嚥など） 

 

 

図 2-14 医療安全：医療過誤 

 

 

図 2-15 医療安全：緊急対応 

 

 

  3) 歯科訪問診療の行為 

 以下の 6 つの項目について、教育の有無を

調査した。 

・歯科訪問診療と安全管理 

・歯科訪問診療の特殊性：キーパーソンへの

説明 

・歯科訪問診療の特殊性：持参する器材 

・歯科訪問診療の特殊性：感染予防対策 

・歯科訪問診療の特殊性：患者の適応能力の

低下 

・歯科訪問診療現場における義歯による問題  

 その結果、歯科訪問診療に関する項目につ

いて教育している養成施設は少ないことがわ

かった（図 2-16～21）。 

 

 

図 2-16 歯科訪問診療と安全管理 

 

 

図 2-17 歯科訪問診療の特殊性：キーパーソ

ンへの説明 
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図 2-18 歯科訪問診療の特殊性：持参する器

材 

 

 

図 2-19 歯科訪問診療の特殊性：感染予防対

策 

 

 

図 2-20 歯科訪問診療の特殊性：患者の適応

能力の低下 

 

 

図 2-21 歯科訪問診療現場における義歯によ

る問題 

 

 2. 歯冠修復治療の行為 

  1) 色調選択（歯冠修復治療） 

以下の 11 個の項目について、教育の有無

を調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・色調の表示：色相、彩度、明度 

・色調の伝達：シェードガイド、画像補正用

カラーチャート 

・色調の伝達：キャラクタライズ、技工指示

書 

・シェードガイドを用いた色調選択（視感比

色法） 

・測色機器を用いた色調選択 

・具体的手順：光源 

・具体的手順：周囲環境色 

・具体的手順：シェードガイド 

・具体的手順：記録方法 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、色調選択については多くの養成

施設で講義や模型実習の形式で教育されてい

た。ただし、歯科訪問診療における上記の一

部あるいは全部の行為について教育している

養成施設は少なかった（図 3-1～11）。 
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図 3-1 この行為（色調選択（歯冠修復治

療））の診療過程での位置付け 

 

 

図 3-2 色調の表示：色相、彩度、明度 

 

 

図 3-3 色調の伝達：シェードガイド、画像

補正用カラーチャート 

 

 

図 3-4 色調の伝達：キャラクタライズ、技

工指示書 

 

 

図 3-5 シェードガイドを用いた色調選択

（視感比色法） 

 

 

図 3-6 測色機器を用いた色調選択 
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図 3-7 具体的手順：光源 

 

 

図 3-8 具体的手順：周囲環境色 

 

 

図 3-9 具体的手順：シェードガイド 

 

 

図 3-10 具体的手順：記録方法 

 

 

図 3-11 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

  2) 暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療） 

以下の 6 つの項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・臨床的意義 

・既製プラスチッククラウン応用法（直接

法） 

・即時重合レジン応用法 

・試適時の確認事項 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは
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全部の行為 

その結果、暫間被覆冠の口腔内調整につい

ては多くの養成施設で、講義や模型実習の形

式で教育されていた。ただし、歯科訪問診療

における上記の一部あるいは全部の行為につ

いて教育している養成施設は少なかった（図

3-12～17）。 

 

 

図 3-12 この行為（暫間被覆冠の口腔内調整

（歯冠修復治療））の診療過程での位置付け 

 

 

図 3-13 臨床的意義 

 

 

図 3-14 既製プラスチッククラウン応用法

（直接法） 

 

 

図 3-15 即時重合レジン応用法 

 

 

図 3-16 試適時の確認事項 
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図 3-17 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3) 歯冠修復物の試適（歯冠修復治療） 

以下の 15 個の項目について、教育の有無

を調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・口腔内試適前の点検：内面 

・口腔内試適前の点検：歯頚部辺縁 

・口腔内試適前の点検：豊隆 

・口腔内試適前の点検：接触点 

・隣接歯間関係の調整：コンタクトゲージ  

・隣接歯間関係の調整：デンタルフロス 

・隣接歯間関係の調整：咬合紙 

・適合状態の確認：視診 

・適合状態の確認：探針 

・適合状態の確認：適合試験材 

・咬合調整：咬合紙 

・咬合調整：シリコーン 

・咬合調整：研削器具 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、歯冠修復物の試適については多

くの養成施設で講義や模型実習の形式で教育

されていた。ただし、歯科訪問診療における

上記の一部あるいは全部の行為について教育

している養成施設は少なかった（図 3-18～

32）。 

 

 

図 3-18 この行為（歯冠修復物の試適（歯冠

修復治療））の診療過程での位置付け 
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図 3-19 口腔内試適前の点検：内面 

 

 

図 3-20 口腔内試適前の点検：歯頚部辺縁 

 

 

図 3-21 口腔内試適前の点検：豊隆 

 

 

図 3-22 口腔内試適前の点検：接触点 

 

 

図 3-23 隣接歯間関係の調整：コンタクトゲ

ージ 

 

 

図 3-24 隣接歯間関係の調整：デンタルフロ

ス 
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図 3-25 隣接歯間関係の調整：咬合紙 

 

 

図 3-26 適合状態の確認：視診 

 

 

図 3-27 適合状態の確認：探針 

 

 

図 3-28 適合状態の確認：適合試験材 

 

 

図 3-29 咬合調整：咬合紙 

 

 

図 3-30 咬合調整：シリコーン 
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図 3-31 咬合調整：研削器具 

 

 

図 3-32 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  4) 歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療）  

以下の 7 つの項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・研磨の意義と目的 

・研磨の方法：荒研磨 

・研磨の方法：仕上げ研磨 

・研磨の方法：つや出し研磨 

・研磨後の処理 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、歯冠修復物の研磨については多

くの養成施設で講義や模型実習の形式で教育

されていた。ただし、歯科訪問診療における

上記の一部あるいは全部の行為について教育

している養成施設は少なかった（図 3-33～

39）。 

 

 

図 3-33 この行為（歯冠修復物の研磨（歯冠

修復治療））の診療過程での位置付け 
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図 3-34 研磨の意義と目的 

 

 

図 3-35 研磨の方法：荒研磨 

 

 

図 3-36 研磨の方法：仕上げ研磨 

 

 

図 3-37 研磨の方法：つや出し研磨 

 

 

図 3-38 研磨後の処理 

 

 

図 3-39 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 
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3. 全部床義歯治療の行為 

  1) 人工歯選択（全部床義歯治療） 

以下の 6 個の項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・人工歯の材質と形態 

・人工歯の選択基準 

・前歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・臼歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、人工歯選択については多くの養

成施設で講義や模型実習の形式で教育されて

いた。ただし、歯科訪問診療における上記の

一部あるいは全部の行為について教育してい

る養成施設は少なかった（図 4-1～6）。 

 

 

図 4-1 この行為（人工歯選択（全部床義歯

治療））の診療過程での位置付け 

 

 

図 4-2 人工歯の材質と形態 

 

 

図 4-3 人工歯の選択基準 

 

 

図 4-4 前歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 



28 

 

 

 

 

図 4-5 臼歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 

 

図 4-6 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2) ろう義歯試適（全部床義歯治療） 

以下の 14 個の項目について、教育の有無

を調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・義歯床形態の検査：床外形 

・義歯床形態の検査：床縁形態 

・人工歯の排列位置の検査：前歯部 

・人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

・人工歯の排列位置の検査：舌房 

・審美性の検査：人工歯の選択と排列 

・審美性の検査：歯肉形成 

・咬合関係の検査：咬合平面 

・咬合関係の検査：咬合高径 

・咬合関係の検査：咬合位 

・発語機能の検査：発語明瞭度 

・発語機能の検査：パラトグラム 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、ろう義歯試適については多くの

養成施設で講義や模型実習の形式で教育され

ていた。ただし、歯科訪問診療における上記

の一部あるいは全部の行為について教育して

いる養成施設は少なかった（図 4-7～20）。 

 

 

図 4-7 この行為（ろう義歯試適（全部床義

歯治療））の診療過程での位置付け 
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図 4-8 義歯床形態の検査：床外形 

 

 

図 4-9 義歯床形態の検査：床縁形態 

 

 

図 4-10 人工歯の排列位置の検査：前歯部 

 

 

図 4-11 人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

 

 

図 4-12 人工歯の排列位置の検査：舌房 

 

 

図 4-13 審美性の検査：人工歯の選択と排列 
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図 4-14 審美性の検査：歯肉形成 

 

 

図 4-15 咬合関係の検査：咬合平面 

 

 

図 4-16 咬合関係の検査：咬合高径 

 

 

図 4-17 咬合関係の検査：咬合位 

 

 

図 4-18 発語機能の検査：発語明瞭度 

 

 

図 4-19 発語機能の検査：パラトグラム 
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図 4-20 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3) チェアサイドでの義歯の修理（全部床

義歯治療） 

以下の 9 個の項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・義歯床の破折：原因 

・義歯床の破折：修理方法 

・人工歯の破折・脱落：原因 

・人工歯の破折・脱落：修理方法 

・義歯清掃の重要性 

・義歯の清掃法 

・義歯のケア（義歯の取り扱い）に関する患

者指導 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、チェアサイドでの義歯の修理に

ついては多くの養成施設で講義や模型実習の

形式で教育されていた。ただし、「義歯のケ

ア（義歯の取り扱い）に関する患者指導」の

項目を教育している養成施設は半数にすぎな

かった。また、歯科訪問診療における上記の

一部あるいは全部の行為について教育してい

る養成施設は少なかった（図 4-21～29）。 

 

 

図 4-21 この行為（チェアサイドでの義歯の

修理（全部床義歯治療））の診療過程での位
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置付け 

 

 

図 4-22 義歯床の破折：原因 

 

 

図 4-23 義歯床の破折：修理方法 

 

 

図 4-24 人工歯の破折・脱落：原因 

 

 

図 4-25 人工歯の破折・脱落：修理方法 

 

 

図 4-26 義歯清掃の重要性 

 

 

図 4-27 義歯の清掃法 
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図 4-28 義歯のケア（義歯の取り扱い）に関

する患者指導 

 

 

図 4-29 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4. 部分床義歯治療の行為 

  1) 人工歯選択（部分床義歯治療） 

以下の 6 個の項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・人工歯の材質と形態 

・人工歯の選択基準 

・前歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・臼歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、人工歯選択については多くの養

成施設で講義や模型実習の形式で教育されて

いた。ただし、歯科訪問診療における上記の

一部あるいは全部の行為について教育してい

る養成施設は少なかった（図 5-1～6）。 

 

 

図 5-1 この行為（人工歯選択（部分床義歯

治療））の診療過程での位置付け 
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図 5-2 人工歯の材質と形態 

 

 

図 5-3 人工歯の選択基準 

 

 

図 5-4 前歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 

 

図 5-5 臼歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 

 

図 5-6 歯科訪問診療における上記の一部ある

いは全部の行為 
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  2) ろう義歯試適（部分床義歯治療） 

以下の 20 個の項目について、教育の有無

を調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・支台装置の検査：適合性 

・連結子の検査：適合性 

・義歯床の検査：床外形 

・義歯床の検査：床縁形態 

・義歯床の検査：隣接する歯槽部への移行状

態  

・人工歯の排列位置の検査：前歯部 

・人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

・人工歯の排列位置の検査：舌房 

・人工歯の排列位置の検査：残存歯列との調

和  

・審美性の検査：人工歯の選択と排列 

・審美性の検査：歯肉形成 

・審美性の検査：残存歯列との調和  

・咬合関係の検査：咬合平面 

・咬合関係の検査：咬合高径 

・咬合関係の検査：咬合位 

・咬合関係の検査：咬合接触関係 

・発語機能の検査：発語明瞭度 

・発語機能の検査：パラトグラム 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、ろう義歯試適については多くの

養成施設で講義や模型実習の形式で教育され

ていた。ただし、歯科訪問診療における上記

の一部あるいは全部の行為について教育して

いる養成施設は少なかった（図 5-7～26）。 

 

 

図 5-7 この行為（ろう義歯試適（部分床義

歯治療））の診療過程での位置付け 

 

 

図 5-8 支台装置の検査：適合性 

 

 

図 5-9 連結子の検査：適合性 
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図 5-10 義歯床の検査：床外形 

 

 

図 5-11 義歯床の検査：床縁形態 

 

 

図 5-12 義歯床の検査：隣接する歯槽部への

移行状態  

 

 

図 5-13 人工歯の排列位置の検査：前歯部 

 

 

図 5-14 人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

 

 

図 5-15 人工歯の排列位置の検査：舌房 
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図 5-16 人工歯の排列位置の検査：残存歯列

との調和  

 

 

図 5-17 審美性の検査：人工歯の選択と排列 

 

 

図 5-18 審美性の検査：歯肉形成 

 

 

図 5-19 審美性の検査：残存歯列との調和 

 

 

図 5-20 咬合関係の検査：咬合平面 

 

 

図 5-21 咬合関係の検査：咬合高径 
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図 5-22 咬合関係の検査：咬合位 

 

 

図 5-23 咬合関係の検査：咬合接触関係 

 

 

図 5-24 発語機能の検査：発語明瞭度 

 

 

図 5-25 発語機能の検査：パラトグラム 

 

 

図 5-26 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 
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  3) チェアサイドでの義歯の修理（部分床

義歯治療） 

以下の 15 個の項目について、教育の有無

を調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・支台装置の破損・脱落：原因 

・支台装置の破損・脱落：修理方法 

・義歯床の破折：原因 

・義歯床の破折：修理方法 

・人工歯の破折・脱落：原因 

・人工歯の破折・脱落：修理方法 

・人工歯の追加（増歯）：原因 

・人工歯の追加（増歯）：追加（増歯）方法  

・連結子・フレームワークの破折：原因 

・連結子・フレームワークの破折：修理の方

法 

・義歯清掃の重要性 

・義歯の清掃法 

・義歯のケア（義歯の取り扱い）に関する患

者指導 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、チェアサイドでの義歯の修理に

ついては多くの養成施設で講義や模型実習の

形式で教育されていた。ただし、「義歯のケ

ア（義歯の取り扱い）に関する患者指導」の

項目を教育している養成施設は 4 割にすぎな

かった。また、歯科訪問診療における上記の

一部あるいは全部の行為について教育してい

る養成施設は少なかった（図 5-27～41）。 

 

 

図 5-27 この行為（チェアサイドでの義歯の

修理（部分床義歯治療））の診療過程での位

置付け 

 

 

図 5-28 支台装置の破損・脱落：原因 

 

 

図 5-29 支台装置の破損・脱落：修理方法 
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図 5-30 義歯床の破折：原因 

 

 

図 5-31 義歯床の破折：修理方法 

 

 

図 5-32 人工歯の破折・脱落：原因 

 

 

図 5-33 人工歯の破折・脱落：修理方法 

 

 

図 5-34 人工歯の追加（増歯）：原因 

 

 

図 5-35 人工歯の追加（増歯）：追加（増

歯）方法 
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図 5-36 連結子・フレームワークの破折：原

因 

 

 

図 5-37 連結子・フレームワークの破折：修

理の方法 

 

 

図 5-38 義歯清掃の重要性 

 

 

図 5-39 義歯の清掃法 

 

 

図 5-40 義歯のケア（義歯の取り扱い）に関

する患者指導 

 

 

図 5-41 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 
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5. 生体への侵襲度の低い診療行為 

  1) 光学印象 

以下の 6 個の項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・CAD/CAM システム 

・口腔内スキャナを用いた印象採得・咬合採

得 

・口腔内スキャナのデータの保存と転送 

・データの管理 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、光学印象については多くの養成

施設で講義や模型実習の形式で教育されてい

た。ただし、「口腔内スキャナのデータの保

存と転送」や「データの管理」の項目におい

ては、教育している養成施設は 6～7 割にと

どまっていた。また、歯科訪問診療における

上記の一部あるいは全部の行為について教育

している養成施設は少なかった（図 6-1～

6）。 

 

 

図 6-1 この行為（光学印象）の診療過程で

の位置付け 

 

 

図 6-2 CAD/CAM システム 

 

 

図 6-3 口腔内スキャナを用いた印象採得・

咬合採得 

 

 

図 6-4 口腔内スキャナのデータの保存と転

送 
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図 6-5 データの管理 

 

 

図 6-6 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  2) 口腔内写真の撮影 

以下の 7 個の項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・カメラ・撮影の基礎知識：絞り 

・カメラ・撮影の基礎知識：シャッタースピ

ード 

・必要器具：口角鉤、ミラー、接写用レン

ズ、フラッシュ 

・撮影方法 

・記録の保存 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、「診療過程での位置付け」につ

いては約 6 割の養成施設が教育していたもの

の、その他の項目については、教育している

養成施設は 2～3 割にとどまっていた。ま

た、歯科訪問診療における上記の一部あるい

は全部の行為について教育している養成施設

は少なかった（図 6-7～13）。 

 

 

図 6-7 この行為（口腔内写真の撮影）の診

療過程での位置付け 
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図 6-8 カメラ・撮影の基礎知識：絞り 

 

 

図 6-9 カメラ・撮影の基礎知識：シャッター

スピード 

 

 

図 6-10 必要器具：口角鉤、ミラー、接写用

レンズ、フラッシュ 

 

 

図 6-11 撮影方法 

 

 

図 6-12 記録の保存 

 

 

図 6-13 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 
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  3) 咀嚼能力検査（グミゼリー） 

以下の 3 個の項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・検査の目的 

・検査の方法 

その結果、「診療過程での位置付け」につ

いては約 5 割の養成施設が教育していたもの

の、その他の項目については、教育している

養成施設は約 4 割にとどまっていた（図 6-

14～16）。 

 

 

図 6-14 この行為（咀嚼能力検査（グミゼリ

ー））の診療過程での位置付け 

 

 

図 6-15 検査の目的 

 

 

図 6-16 検査の方法 

 

 

  4) 義歯を口腔内から取り外す 

以下の 8 個の項目について、教育の有無を

調査した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・義歯の設計 

・全部床義歯の取り外し方法 

・部分床義歯の取り外し方法 

・義歯清掃の重要性 

・義歯の清掃法 

・義歯のケア（義歯の取り扱い）に関する患

者指導 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、「義歯の設計」や「義歯清掃の

重要性」については約 6 割の養成施設が教育

していたものの、その他の項目については、

教育している養成施設は約 4 割にとどまって

いた。また、歯科訪問診療における上記の一

部あるいは全部の行為について教育している

養成施設は少なかった（図 6-17～24）。 
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図 6-17 この行為（義歯を口腔内から取り外

す）の診療過程での位置付け 

 

 

図 6-18 義歯の設計 

 

 

図 6-19 全部床義歯の取り外し方法 

 

 

図 6-20 部分床義歯の取り外し方法 

 

 

図 6-21 義歯清掃の重要性 

 

 

図 6-22 義歯の清掃法 
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図 6-23 義歯のケア（義歯の取り扱い）に関

する患者指導 

 

 

図 6-24 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[1-3]教えている行為が該当する大綱化され

た教育項目について 

1. 患者と接する行為 

以下の 5 個の項目について、大綱化された

教育項目を調査した。 

・人間関係論 

・コミュニケーション論 

・医療倫理 

・チーム医療論 

・介護（訪問診療のため） 

その結果、「患者と接する行為」の各項目

が該当する教育項目としては、「科学的思考

の基盤人間と生活」や「歯科技工と歯科医

療」が多かった（図 7-1～5）。 

 

 

図 7-1 教育項目（人間関係論） 

 

 

図 7-2 教育項目（コミュニケーション論） 
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図 7-3 教育項目（医療倫理） 

 

 

図 7-4 教育項目（チーム医療論） 

 

 

図 7-5 教育項目（介護（訪問診療のため）） 

 

 

 2. 患者の口腔内に歯科技工物を挿入、装着

する行為 

以下の 2 個の項目について、大綱化された

教育項目を調査した。 

・感染予防 

・医療安全 

その結果、「患者の口腔内に歯科技工物を

挿入、装着する行為」の各項目が該当する教

育項目としては、「歯科技工と歯科医療」が

最も多く、次いで「科学的思考の基盤人間と

生活」であった（図 7-6,7）。 

 

 

図 7-6 教育項目（感染予防） 

 

 

図 7-7 教育項目（医療安全） 

 

 

 3. 歯科訪問診療の行為 

以下の 2 個の項目について、大綱化された

教育項目を調査した。 

・歯科訪問診療と安全管理 

・歯科訪問診療の特殊性 

その結果、「歯科訪問診療の行為」の各項

目が該当する教育項目としては、「歯科技工

と歯科医療」が最も多く、次いで「科学的思

考の基盤人間と生活」であった（図 7-8,9）。 
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図 7-8 教育項目（歯科訪問診療と安全管

理） 

 

 

図 7-9 教育項目（歯科訪問診療の特殊性） 

 

 

 4. 色調選択（歯冠修復治療） 

「色調選択（歯冠修復治療）」の行為が該

当する教育項目としては、「歯冠修復技工

学」が多かった（図 7-10）。 

 

 

図 7-10 教育項目（色調選択（歯冠修復治

療）） 

 

 

5. 暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療） 

「暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療）」の行為が該当する教育項目としては、

「歯冠修復技工学」が多かった（図 7-11）。 

 

 

図 7-11 教育項目（暫間被覆冠の口腔内調整

（歯冠修復治療）） 

 

 

6. 歯冠修復物の試適（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の試適（歯冠修復治療）」の

行為が該当する教育項目としては、「歯冠修

復技工学」が多かった（図 7-12）。 

 

 

図 7-12 教育項目（歯冠修復物の試適（歯冠

修復治療）） 

 

 

7. 歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療）」の
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行為が該当する教育項目としては、「歯冠修

復技工学」が多かった（図 7-13）。 

 

 

図 7-13 教育項目（歯冠修復物の研磨（歯冠

修復治療）） 

 

 

8. 人工歯選択（全部床義歯治療） 

「人工歯選択（全部床義歯治療）」の行為

が該当する教育項目としては、「有床義歯技

工学」が多かった（図 7-14）。 

 

 

図 7-14 教育項目（人工歯選択（全部床義歯

治療）） 

 

 

9. ろう義歯試適（全部床義歯治療） 

「ろう義歯試適（全部床義歯治療）」の行

為が該当する教育項目としては、「有床義歯

技工学」が多かった（図 7-15）。 

 

 

図 7-15 教育項目（ろう義歯試適（全部床義

歯治療）） 

 

 

10. チェアサイドでの義歯の修理（全部床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（全部床義

歯治療）」の行為が該当する教育項目として

は、「有床義歯技工学」が多かった（図 7-

16）。 

 

 

図 7-16 教育項目（チェアサイドでの義歯の

修理（全部床義歯治療）） 

 

 

11. 人工歯選択（部分床義歯治療） 

「人工歯選択（部分床義歯治療）」の行為

が該当する教育項目としては、「有床義歯技

工学」が多かった（図 7-17）。 
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図 7-17 教育項目（人工歯選択（部分床義歯

治療）） 

 

 

12. ろう義歯試適（部分床義歯治療） 

「ろう義歯試適（部分床義歯治療）」の行

為が該当する教育項目としては、「有床義歯

技工学」が多かった（図 7-18）。 

 

 

図 7-18 教育項目（ろう義歯試適（部分床義

歯治療）） 

 

 

13. チェアサイドでの義歯の修理（部分床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（部分床義

歯治療）」の行為が該当する教育項目として

は、「有床義歯技工学」が多かった（図 7-

19）。 

 

 

図 7-19 教育項目（チェアサイドでの義歯の

修理（部分床義歯治療）） 

 

 

14. 光学印象 

「光学印象」の行為が該当する教育項目と

しては、「歯冠修復技工学」が最も多く、次

いで「歯科材料・歯科技工機器と加工技

術」、「歯科技工実習」の順であった（図 7-

20）。 

 

 

図 7-20 教育項目（光学印象） 

 

 

15. 口腔内写真の撮影 

「口腔内写真の撮影」の行為が該当する教

育項目としては、「歯冠修復技工学」が多か

った（図 7-21）。 
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図 7-21 教育項目（口腔内写真の撮影） 

 

 

16. 咀嚼能力検査（グミゼリー） 

「咀嚼能力検査（グミゼリー）」の行為が

該当する教育項目としては、「有床義歯技工

学」と「歯・口腔の構造と機能」が多かった

（図 7-22）。 

 

 

図 7-22 教育項目（咀嚼能力検査（グミゼリ

ー）） 

 

 

17. 義歯を口腔内から取り外す 

「義歯を口腔内から取り外す」の行為が該

当する教育項目としては、「有床義歯技工

学」が多かった（図 7-23）。 

 

 

図 7-23 教育項目（義歯を口腔内から取り外

す） 

 

[1-4]行為を教えている学年について 

1. 患者と接する行為 

以下の 5 個の項目について、教えている学

年を調査した。 

・人間関係論 

・コミュニケーション論 

・医療倫理 

・チーム医療論 

・介護（訪問診療のため） 

その結果、「患者と接する行為」の各項目

を教えている学年は、「1 年次」が多かった

（図 8-1～5）。 

 

 

図 8-1 教えている学年（人間関係論） 
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図 8-2 教えている学年（コミュニケーショ

ン論） 

 

 

図 8-3 教えている学年（医療倫理） 

 

 

図 8-4 教えている学年（チーム医療論） 

 

 

図 8-5 教えている学年（介護（訪問診療の

ため）） 

 

 

2. 患者の口腔内に歯科技工物を挿入、装着

する行為 

以下の 2 個の項目について、教えている学

年を調査した。 

・感染予防 

・医療安全 

その結果、「患者の口腔内に歯科技工物を

挿入、装着する行為」の各項目を教えている

学年は、「1 年次」が多かった（図 8-6,7）。 

 

 

図 8-6 教えている学年（感染予防） 

 

 

図 8-7 教えている学年（医療安全） 

 

 

3. 歯科訪問診療の行為 

以下の 2 個の項目について、教えている学

年を調査した。 

・歯科訪問診療と安全管理 

・歯科訪問診療の特殊性 

その結果、「歯科訪問診療の行為」の各項

目を教えている学年は、「1 年次」が多かっ

た（図 8-8,9）。 
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図 8-8 教えている学年（歯科訪問診療と安

全管理） 

 

 

図 8-9 教えている学年（歯科訪問診療の特

殊性） 

 

 

4. 色調選択（歯冠修復治療） 

「色調選択（歯冠修復治療）」を教えてい

る学年は、「2 年次」が最も多く、次いで「1

年次」であった（図 8-10）。 

 

 

図 8-10 教えている学年（色調選択（歯冠修

復治療）） 

 

 

5. 暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療） 

「暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療）」を教えている学年は、「1 年次」が最も

多く、次いで「2 年次」であった（図 8-

11）。 

 

 

図 8-11 教えている学年（暫間被覆冠の口腔

内調整（歯冠修復治療）） 

 

 

6. 歯冠修復物の試適（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の試適（歯冠修復治療）」を

教えている学年は、「2 年次」が最も多く、

次いで「1 年次」であった（図 8-12）。 

 

 

図 8-12 教えている学年（歯冠修復物の試適

（歯冠修復治療）） 

 

 

7. 歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療）」を

教えている学年は、「1 年次」が最も多く、

次いで「2 年次」であった（図 8-13）。 
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図 8-13 教えている学年（歯冠修復物の研磨

（歯冠修復治療）） 

 

 

8. 人工歯選択（全部床義歯治療） 

「人工歯選択（全部床義歯治療）」を教え

ている学年は、「1 年次」が最も多く、次い

で「2 年次」であった（図 8-14）。 

 

 

図 8-14 教えている学年（人工歯選択（全部

床義歯治療）） 

 

 

9. ろう義歯試適（全部床義歯治療） 

「ろう義歯試適（全部床義歯治療）」を教

えている学年は、「1 年次」が最も多く、次

いで「2 年次」であった（図 8-15）。 

 

 

図 8-15 教えている学年（ろう義歯試適（全

部床義歯治療）） 

 

 

10. チェアサイドでの義歯の修理（全部床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（全部床義

歯治療）」を教えている学年は、「1 年次」と

「2 年次」が多かった（図 8-16）。 

 

 

図 8-16 教えている学年（チェアサイドでの

義歯の修理（全部床義歯治療）） 

 

 

11. 人工歯選択（部分床義歯治療） 

「人工歯選択（部分床義歯治療）」を教え

ている学年は、「1 年次」が最も多く、次い

で「2 年次」であった（図 8-17）。 
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図 8-17 教えている学年（人工歯選択（部分

床義歯治療）） 

 

 

12. ろう義歯試適（部分床義歯治療） 

「ろう義歯試適（部分床義歯治療）」を教

えている学年は、「1 年次」が最も多く、次

いで「2 年次」であった（図 8-18）。 

 

 

図 8-18 教えている学年（ろう義歯試適（部

分床義歯治療）） 

 

 

13. チェアサイドでの義歯の修理（部分床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（部分床義

歯治療）」を教えている学年は、「1 年次」が

最も多く、次いで「2 年次」であった（図 8-

19）。 

 

 

図 8-19 教えている学年（チェアサイドでの

義歯の修理（部分床義歯治療）） 

 

 

14. 光学印象 

「光学印象」を教えている学年は、「2 年

次」が最も多く、次いで「1 年次」であった

（図 8-20）。 

 

 

図 8-20 教えている学年（光学印象） 

 

 

15. 口腔内写真の撮影 

「口腔内写真の撮影」を教えている学年

は、「1 年次」が最も多く、次いで「2 年次」

であった（図 8-21）。 
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図 8-21 教えている学年（口腔内写真の撮

影） 

 

 

16. 咀嚼能力検査（グミゼリー） 

「咀嚼能力検査（グミゼリー）」を教えて

いる学年は、「「1 年次」が最も多く、次いで

「2 年次」であった（図 8-22）。 

 

 

図 8-22 教えている学年（咀嚼能力検査（グ

ミゼリー）） 

 

 

17. 義歯を口腔内から取り外す 

「義歯を口腔内から取り外す」を教えてい

る学年は、「1 年次」と「2 年次」が多かった

（図 8-23）。 

 

 

図 8-23 教えている学年（義歯を口腔内から

取り外す） 

 

 

 

 

 

[1-5]行為を教えている時間数について 

1. 患者と接する行為 

以下の 5 個の項目について、教えている時

間数を調査した。 

・人間関係論 

・コミュニケーション論 

・医療倫理 

・チーム医療論 

・介護（訪問診療のため） 

その結果、「患者と接する行為」のうち、

「人間関係論」と「コミュニケーション論」

では「181 分以上」が多く、「医療倫理」、

「チーム医療論」、「介護（訪問診療のた

め）」では「120 分以下」とそれ以下の時間

が多かった（図 9-1～5）。 

 

 

図 9-1 教えている時間数（人間関係論） 

 

 

図 9-2 教えている時間数（コミュニケーシ
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ョン論） 

 

 

図 9-3 教えている時間数（医療倫理） 

 

 

図 9-4 教えている時間数（チーム医療論） 

 

 

図 9-5 教えている時間数（介護（訪問診療

のため）） 

 

 

2. 患者の口腔内に歯科技工物を挿入、装着

する行為 

以下の 2 個の項目について、教えている時

間数を調査した。 

・感染予防 

・医療安全 

その結果、「患者の口腔内に歯科技工物を

挿入、装着する行為」のうち、「感染予防」

では「60 分以下」や「120 分以下」が多く、

「医療安全」では「60 分以下」が多かった

（図 9-6,7）。 

 

 

図 9-6 教えている時間数（感染予防） 

 

 

図 9-7 教えている時間数（医療安全） 

 

 

3. 歯科訪問診療の行為 

以下の 2 個の項目について、教えている時

間数を調査した。 

・歯科訪問診療と安全管理 
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・歯科訪問診療の特殊性 

その結果、「歯科訪問診療の行為」のう

ち、「歯科訪問診療と安全管理」では「30 分

以下」や「60 分以下」が多く、「歯科訪問診

療の特殊性」では「30 分以下」が多かった

（図 9-8,9）。 

 

 

図 9-8 教えている時間数（歯科訪問診療と

安全管理） 

 

 

図 9-9 教えている時間数（歯科訪問診療の

特殊性） 

 

 

4. 色調選択（歯冠修復治療） 

「色調選択（歯冠修復治療）」を教えてい

る時間数は、「120 分以下」、「30 分以下」、

「60 分以下」が多かった（図 9-10）。 

 

 

図 9-10 教えている時間数（色調選択（歯冠

修復治療）） 

 

 

5. 暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療） 

「暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療）」を教えている時間数は、「30 分以下」

と「120 分以下」が多かった（図 9-11）。 

 

 

図 9-11 教えている時間数（暫間被覆冠の口

腔内調整（歯冠修復治療）） 

 

 

6. 歯冠修復物の試適（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の試適（歯冠修復治療）」を

教えている時間数は、「30 分以下」、「120 分

以下」が多く、次いで「180 分以下」であっ

た（図 9-12）。 
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図 9-12 教えている時間数（歯冠修復物の試

適（歯冠修復治療）） 

 

 

7. 歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療）」を

教えている時間数は、「120 分以下」、「181 分

以上」が多かった（図 9-13）。 

 

 

図 9-13 教えている時間数（歯冠修復物の研

磨（歯冠修復治療）） 

 

 

8. 人工歯選択（全部床義歯治療） 

「人工歯選択（全部床義歯治療）」を教え

ている時間数は、「120 分以下」、「60 分以

下」、「30 分以下」の順に多かった（図 9-

14）。 

 

 

図 9-14 教えている時間数（人工歯選択（全

部床義歯治療）） 

 

 

9. ろう義歯試適（全部床義歯治療） 

「ろう義歯試適（全部床義歯治療）」を教

えている時間数は、「30 分以下」、「60 分以

下」が多かった（図 9-15）。 

 

 

図 9-15 教えている時間数（ろう義歯試適

（全部床義歯治療）） 

 

 

10. チェアサイドでの義歯の修理（全部床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（全部床義

歯治療）」を教えている時間数は、「30 分以

下」が多く、次いで「60 分以下」、「120 分以

下」と続いた（図 9-16）。 
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図 9-16 教えている時間数（チェアサイドで

の義歯の修理（全部床義歯治療）） 

 

 

11. 人工歯選択（部分床義歯治療） 

「人工歯選択（部分床義歯治療）」を教え

ている時間数は、「60 分以下」、「30 分以

下」、「120 分以下」が多かった（図 9-17）。 

 

 

図 9-17 教えている時間数（人工歯選択（部

分床義歯治療）） 

 

 

12. ろう義歯試適（部分床義歯治療） 

「ろう義歯試適（部分床義歯治療）」を教

えている時間数は、「30 分以下」、「60 分以

下」、「120 分以下」が多かった（図 9-18）。 

 

 

図 9-18 教えている時間数（ろう義歯試適

（部分床義歯治療）） 

 

 

13. チェアサイドでの義歯の修理（部分床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（部分床義

歯治療）」を教えている時間数は、「60 分以

下」、「30 分以下」が多かった（図 9-19）。 

 

 

図 9-19 教えている時間数（チェアサイドで

の義歯の修理（部分床義歯治療）） 

 

 

14. 光学印象 

「光学印象」を教えている時間数は、「120

分以下」が多かった（図 9-20）。 
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図 9-20 教えている時間数（光学印象） 

 

 

15. 口腔内写真の撮影 

「口腔内写真の撮影」を教えている時間数

は、「120 分以下」と「15 分以下」が多かっ

た（図 9-21）。 

 

 

図 9-21 教えている時間数（口腔内写真の撮

影） 

 

 

16. 咀嚼能力検査（グミゼリー） 

「咀嚼能力検査（グミゼリー）」を教えて

いる時間数は、「15 分以下」、「120 分以下」

が多く、次いで「30 分以下」であった（図

9-22）。 

 

 

図 9-22 教えている時間数（咀嚼能力検査

（グミゼリー）） 

 

 

17. 義歯を口腔内から取り外す 

「義歯を口腔内から取り外す」を教えてい

る時間数は、「30 分以下」と「120 分以下」

が多かった（図 9-23）。 

 

 

図 9-23 教えている時間数（義歯を口腔内か

ら取り外す） 
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[1-6]行為を教えている方法について 

1. 患者と接する行為 

以下の 5 個の項目について、教えている方

法を調査した。 

・人間関係論 

・コミュニケーション論 

・医療倫理 

・チーム医療論 

・介護（訪問診療のため） 

その結果、「患者と接する行為」の各項目

を教えている方法としては、「教本」と「配

布資料」が多かった（図 10-1～5）。 

 

 

図 10-1 教えている方法（人間関係論） 

 

 

図 10-2 教えている方法（コミュニケーショ

ン論） 

 

 

図 10-3 教えている方法（医療倫理） 

 

 

図 10-4 教えている方法（チーム医療論） 

 

 

図 10-5 教えている方法（介護（訪問診療の

ため）） 

 

 

2. 患者の口腔内に歯科技工物を挿入、装着

する行為 

以下の 2 個の項目について、教えている方

法を調査した。 

・感染予防 

・医療安全 

その結果、「患者の口腔内に歯科技工物を

挿入、装着する行為」の各項目を教えている

方法としては、「教本」が最も多く、次いで
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「配布資料」であった（図 10-6,7）。 

 

 

図 10-6 教えている方法（感染予防） 

 

 

図 10-7 教えている方法（医療安全） 

 

 

3. 歯科訪問診療の行為 

以下の 2 個の項目について、教えている方

法を調査した。 

・歯科訪問診療と安全管理 

・歯科訪問診療の特殊性 

その結果、「歯科訪問診療の行為」の各項

目を教えている方法としては、「教本」が最

も多く、次いで「口頭のみ」であった（図

10-8,9）。 

 

 

図 10-8 教えている方法（歯科訪問診療と安

全管理） 

 

 

図 10-9 教えている方法（歯科訪問診療の特

殊性） 

 

 

4. 色調選択（歯冠修復治療） 

「色調選択（歯冠修復治療）」を教えてい

る方法としては、「教本」が多かった（図

10-10）。 

 

 

図 10-10 教えている方法（色調選択） 

 

 

5. 暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療） 

「暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療）」を教えている方法としては、「教本」が

多かった（図 10-11）。 
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図 10-11 教えている方法（暫間被覆冠の口

腔内調整（歯冠修復治療）） 

 

 

6. 歯冠修復物の試適（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の試適（歯冠修復治療）」を

教えている方法としては、「教本」が多かっ

た（図 10-12）。 

 

 

図 10-12 教えている方法（歯冠修復物の試

適（歯冠修復治療）） 

 

 

7. 歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療）」を

教えている方法としては、「教本」と「模型

実習」が多かった（図 10-13）。 

 

 

図 10-13 教えている方法（歯冠修復物の研

磨（歯冠修復治療）） 

 

 

8. 人工歯選択（全部床義歯治療） 

「人工歯選択（全部床義歯治療）」を教え

ている方法としては、「教本」が多かった

（図 10-14）。 

 

 

図 10-14 教えている方法（人工歯選択（全

部床義歯治療）） 

 

 

9. ろう義歯試適（全部床義歯治療） 

「ろう義歯試適（全部床義歯治療）」を教

えている方法としては、「教本」が多かった

（図 10-15）。 
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図 10-15 教えている方法（ろう義歯試適

（全部床義歯治療）） 

 

 

10. チェアサイドでの義歯の修理（全部床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（全部床義

歯治療）」を教えている方法としては、「教

本」が多かった（図 10-16）。 

 

 

図 10-16 教えている方法（チェアサイドで

の義歯の修理（全部床義歯治療）） 

 

 

11. 人工歯選択（部分床義歯治療） 

「人工歯選択（部分床義歯治療）」を教え

ている方法としては、「教本」が多かった

（図 10-17）。 

 

 

図 10-17 教えている方法（人工歯選択（部

分床義歯治療）） 

 

 

12. ろう義歯試適（部分床義歯治療） 

「ろう義歯試適（部分床義歯治療）」を教

えている方法としては、「教本」が多かった

（図 10-18）。 

 

 

図 10-18 教えている方法（ろう義歯試適

（部分床義歯治療）） 

 

 

13. チェアサイドでの義歯の修理（部分床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（部分床義

歯治療）」を教えている方法としては、「教

本」が多かった（図 10-19）。 
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図 10-19 教えている方法（チェアサイドで

の義歯の修理（部分床義歯治療）） 

 

 

14. 光学印象 

「光学印象」を教えている方法としては、

「教本」が多かった（図 10-20）。 

 

 

図 10-20 教えている方法（光学印象） 

 

15. 口腔内写真の撮影 

「口腔内写真の撮影」を教えている方法と

しては、「視覚素材」が多く、次いで「口頭

のみ」と「教本」であった（図 10-21）。 

 

 

図 10-21 教えている方法（口腔内写真の撮

影） 

16. 咀嚼能力検査（グミゼリー） 

「咀嚼能力検査（グミゼリー）」を教えて

いる方法としては、「教本」が最も多く、次

いで「配布資料」と「視覚素材」であった

（図 10-22）。 

 

 

図 10-22 教えている方法（咀嚼能力検査

（グミゼリー）） 

 

 

17. 義歯を口腔内から取り外す 

「義歯を口腔内から取り外す」を教えてい

る方法としては、「教本」が多かった（図

10-23）。 

 

 

図 10-23 教えている方法（義歯を口腔内か

ら取り外す） 
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[1-7]行為を教えている教員の職種について 

1. 患者と接する行為 

以下の 5 個の項目について、教えている教

員の職種を調査した。 

・人間関係論 

・コミュニケーション論 

・医療倫理 

・チーム医療論 

・介護（訪問診療のため） 

その結果、「患者と接する行為」の各項目

を教えている教員の職種は、「歯科医師」と

「歯科技工士」が多かった。「コミュニケー

ション論」においては、「その他」が最も多

く、次いで「歯科技工士」が多かった（図

11-1～5）。 

 

 

図 11-1 教員の職種（人間関係論） 

 

 

図 11-2 教員の職種（コミュニケーション

論） 

 

 

図 11-3 教員の職種（医療倫理） 

 

 

図 11-4 教員の職種（チーム医療論） 

 

 

図 11-5 教員の職種（介護（訪問診療のた

め）） 

 

 

2. 患者の口腔内に歯科技工物を挿入、装着

する行為 

以下の 2 個の項目について、教えている教

員の職種を調査した。 

・感染予防 

・医療安全 

その結果、「患者の口腔内に歯科技工物を

挿入、装着する行為」の各項目を教えている

教員の職種は、「歯科医師」が最も多く、次
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いで「歯科技工士」であった（図 11-6,7）。 

 

 

図 11-6 教員の職種（感染予防） 

 

 

図 11-7 教員の職種（医療安全） 

 

3. 歯科訪問診療の行為 

以下の 2 個の項目について、教えている教

員の職種を調査した。 

・歯科訪問診療と安全管理 

・歯科訪問診療の特殊性 

その結果、「歯科訪問診療の行為」の各項

目を教えている教員の職種は、「歯科医師」

が多かった（図 11-8,9）。 

 

 

図 11-8 教員の職種（歯科訪問診療と安全管

理） 

 

 

図 11-9 教員の職種（歯科訪問診療の特殊

性） 

 

 

4. 色調選択（歯冠修復治療） 

「色調選択（歯冠修復治療）」を教えてい

る教員の職種は、「歯科技工士」と「歯科医

師」が多かった（図 11-10）。 

 

 

図 11-10 教員の職種（色調選択（歯冠修復

治療）） 

 

 

5. 暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療） 

「暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療）」を教えている教員の職種は、「歯科技工

士」と「歯科医師」が多かった（図 11-

11）。 
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図 11-11 教員の職種（暫間被覆冠の口腔内

調整（歯冠修復治療）） 

 

 

6. 歯冠修復物の試適（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の試適（歯冠修復治療）」を

教えている教員の職種は、「歯科医師」と

「歯科技工士」が多かった（図 11-12）。 

 

 

図 11-12 教員の職種（歯冠修復物の試適

（歯冠修復治療）） 

 

 

7. 歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療） 

「歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療）」を

教えている教員の職種は、「歯科技工士」が

最も多く、次いで「歯科医師」であった（図

11-13）。 

 

 

図 11-13 教員の職種（歯冠修復物の研磨

（歯冠修復治療）） 

 

 

8. 人工歯選択（全部床義歯治療） 

「人工歯選択（全部床義歯治療）」を教え

ている教員の職種は、「歯科医師」と「歯科

技工士」が多かった（図 11-14）。 

 

 

図 11-14 教員の職種（人工歯選択（全部床

義歯治療）） 

 

 

9. ろう義歯試適（全部床義歯治療） 

「ろう義歯試適（全部床義歯治療）」を教

えている教員の職種は、「歯科医師」と「歯

科技工士」が多かった（図 11-15）。 
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図 11-15 教員の職種（ろう義歯試適（全部

床義歯治療）） 

 

 

10. チェアサイドでの義歯の修理（全部床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（全部床義

歯治療）」を教えている教員の職種は、「歯科

医師」と「歯科技工士」が多かった（図 11-

16）。 

 

 

図 11-16 教員の職種（チェアサイドでの義

歯の修理（全部床義歯治療）） 

 

 

11. 人工歯選択（部分床義歯治療） 

「人工歯選択（部分床義歯治療）」を教え

ている教員の職種は、「歯科技工士」と「歯

科医師」が多かった（図 11-17）。 

 

 

図 11-17 教員の職種（人工歯選択（部分床

義歯治療）） 

 

 

12. ろう義歯試適（部分床義歯治療） 

「ろう義歯試適（部分床義歯治療）」を教

えている教員の職種は、「歯科医師」と「歯

科技工士」が多かった（図 11-18）。 

 

 

図 11-18 教員の職種（ろう義歯試適（部分

床義歯治療）） 

 

 

13. チェアサイドでの義歯の修理（部分床

義歯治療） 

「チェアサイドでの義歯の修理（部分床義

歯治療）」を教えている教員の職種は、「歯科

医師」と「歯科技工士」が多かった（図 11-

19）。 
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図 11-19 教員の職種（チェアサイドでの義

歯の修理（部分床義歯治療）） 

 

 

14. 光学印象 

「光学印象」を教えている教員の職種は、

「歯科技工士」と「歯科医師」が多かった

（図 11-20）。 

 

 

図 11-20 教員の職種（光学印象） 

 

 

15. 口腔内写真の撮影 

「口腔内写真の撮影」を教えている教員の

職種は、「歯科技工士」が最も多く、次いで

「歯科医師」であった（図 11-21）。 

 

 

図 11-21 教員の職種（口腔内写真の撮影） 

 

 

16. 咀嚼能力検査（グミゼリー） 

「咀嚼能力検査（グミゼリー）」を教えて

いる教員の職種は、「歯科医師」が最も多

く、次いで「歯科技工士」であった（図 11-

22）。 

 

 

図 11-22 教員の職種（咀嚼能力検査（グミ

ゼリー）） 

 

 

17. 義歯を口腔内から取り外す 

「義歯を口腔内から取り外す」を教えてい

る教員の職種は、「歯科医師」が最も多く、

次いで「歯科技工士」であった（図 11-

23）。 

 

 

図 11-23 教員の職種（義歯を口腔内から取

り外す） 

 

 

 



73 

 

 

 

 

[2] 2 年制養成施設からの回答と 3 年制・4

年制養成施設からの回答の比較 

1. 総論の行為 

 1) 患者と接する行為 

 以下の 5 つの項目について、教育の有無を

比較した。 

・人間関係論 

・コミュニケーション論 

・医療倫理 

・チーム医療論 

・介護（訪問診療のため） 

その結果、2 年制と 3 年制・4 年制で同様

の傾向であったが、「介護（訪問診療のた

め）」について教育している 2 年制養成施設

は少なかった（図 12-1～5）。 

 

 

図 12-1 人間関係論 

 

 

図 12-2 コミュニケーション論 

 

 

図 12-3 医療倫理 

 

 

図 12-4 チーム医療論 

 

 

図 12-5 介護（訪問診療のため） 

 

  2) 患者の口腔内に歯科技工物を挿入、装

着する行為 

以下の 10 個の項目について、教育の有無

を比較した。 

・感染予防：感染症 

・感染予防：予防対策の考え方 

・感染予防：予防対策の実際・手指衛生 

・感染予防：予防対策の実際・個人防護具  

・感染予防：予防対策の実際・滅菌と消毒  

・感染予防：予防対策の実際・医療廃棄物  

・医療安全：重要性 

・医療安全：偶発事故（誤嚥など） 

・医療安全：医療過誤 

・医療安全：緊急対応 

 その結果、特に医療安全に関する項目につ

いて教育している 2 年制養成施設は少なかっ

た（図 12-6～15）。 

 

 

図 12-6 感染予防：感染症 
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図 12-7 感染予防：予防対策の考え方 

 

 

図 12-8 感染予防：予防対策の実際・手指衛

生 

 

 

図 12-9 感染予防：予防対策の実際・個人防

護具 

 

 

図 12-10 感染予防：予防対策の実際・滅菌

と消毒 

 

 

図 12-11 感染予防：予防対策の実際・医療

廃棄物 

 

 

図 12-12 医療安全：重要性 

 

 

図 12-13 医療安全：偶発事故（誤嚥など） 

 

 

図 12-14 医療安全：医療過誤 

 

 

図 12-15 医療安全：緊急対応 

 

  3) 歯科訪問診療の行為 

 以下の 6 つの項目について、教育の有無を

比較した。 

・歯科訪問診療と安全管理 

・歯科訪問診療の特殊性：キーパーソンへの

説明 

・歯科訪問診療の特殊性：持参する器材 

・歯科訪問診療の特殊性：感染予防対策 

・歯科訪問診療の特殊性：患者の適応能力の

低下 

・歯科訪問診療現場における義歯による問題  

 その結果、歯科訪問診療に関する項目につ

いて教育している 2 年制養成施設は少なかっ

た（図 12-16～21）。 
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図 12-16 歯科訪問診療と安全管理 

 

 

図 12-17 歯科訪問診療の特殊性：キーパー

ソンへの説明 

 

 

図 12-18 歯科訪問診療の特殊性：持参する

器材 

 

 

図 12-19 歯科訪問診療の特殊性：感染予防

対策 

 

 

図 12-20 歯科訪問診療の特殊性：患者の適

応能力の低下 

 

 

図 12-21 歯科訪問診療現場における義歯に

よる問題 

 

 

2. 歯冠修復治療の行為 

  1) 色調選択（歯冠修復治療） 

以下の 11 個の項目について、教育の有無

を比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・色調の表示：色相、彩度、明度 

・色調の伝達：シェードガイド、画像補正用

カラーチャート 

・色調の伝達：キャラクタライズ、技工指示

書 

・シェードガイドを用いた色調選択（視感比

色法） 

・測色機器を用いた色調選択 

・具体的手順：光源 

・具体的手順：周囲環境色 

・具体的手順：シェードガイド 

・具体的手順：記録方法 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、色調選択について 2 年制と 3 年

制・4 年制で同様の傾向で教育されていた。

また、「歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為」について教育している養

成施設は少なかった（図 13-1～11）。 

 

 

図 13-1 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 13-2 色調の表示：色相、彩度、明度 
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図 13-3 色調の伝達：シェードガイド、画像

補正用カラーチャート 

 

 

図 13-4 色調の伝達：キャラクタライズ、技

工指示書 

 

 

図 13-5 シェードガイドを用いた色調選択

（視感比色法） 

 

 

図 13-6 測色機器を用いた色調選択 

 

 

図 13-7 具体的手順：光源 

 

 

図 13-8 具体的手順：周囲環境色 

 

 

図 13-9 具体的手順：シェードガイド 

 

 

図 13-10 具体的手順：記録方法 

 

 

図 13-11 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

 

  2) 暫間被覆冠の口腔内調整（歯冠修復治

療） 

以下の 6 つの項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・臨床的意義 

・既製プラスチッククラウン応用法（直接

法） 

・即時重合レジン応用法 

・試適時の確認事項 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、暫間被覆冠の口腔内調整につい

て 2 年制と 3 年制・4 年制で同様の傾向で教

育されていた。また、「歯科訪問診療におけ

る上記の一部あるいは全部の行為」について

教育している養成施設は極めて少なかった

（図 13-12～17）。 

 

 

図 13-12 この行為の診療過程での位置付け 
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図 13-13 臨床的意義 

 

 

図 13-14 既製プラスチッククラウン応用法

（直接法） 

 

 

図 13-15 即時重合レジン応用法 

 

 

図 13-16 試適時の確認事項 

 

 

図 13-17 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  3) 歯冠修復物の試適（歯冠修復治療）  

以下の 15 個の項目について、教育の有無

を比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・口腔内試適前の点検：内面 

・口腔内試適前の点検：歯頚部辺縁 

・口腔内試適前の点検：豊隆 

・口腔内試適前の点検：接触点 

・隣接歯間関係の調整：コンタクトゲージ  

・隣接歯間関係の調整：デンタルフロス 

・隣接歯間関係の調整：咬合紙 

・適合状態の確認：視診 

・適合状態の確認：探針 

・適合状態の確認：適合試験材 

・咬合調整：咬合紙 

・咬合調整：シリコーン 

・咬合調整：研削器具 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、歯冠修復物の試適について 2 年

制と 3 年制・4 年制ともに多くの養成施設で

教育されていた。また、項目によっては 2 年

制養成施設において模型実習で教えている割

合が多かった。ただし、「歯科訪問診療にお

ける上記の一部あるいは全部の行為」につい

て教育している養成施設は極めて少なかった

（図 13-18～32）。 

 

 

図 13-18 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 13-19 口腔内試適前の点検：内面 
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図 13-20 口腔内試適前の点検：歯頚部辺縁 

 

 

図 13-21 口腔内試適前の点検：豊隆 

 

 

図 13-22 口腔内試適前の点検：接触点 

 

 

図 13-23 隣接歯間関係の調整：コンタクト

ゲージ 

 

 

図 13-24 隣接歯間関係の調整：デンタルフ

ロス 

 

 

図 13-25 隣接歯間関係の調整：咬合紙 

 

 

図 13-26 適合状態の確認：視診 

 

 

図 13-27 適合状態の確認：探針 

 

 

図 13-28 適合状態の確認：適合試験材 

 

 

図 13-29 咬合調整：咬合紙 

 

 

図 13-30 咬合調整：シリコーン 

 

 

図 13-31 咬合調整：研削器具 

 

 

図 13-32 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 
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  4) 歯冠修復物の研磨（歯冠修復治療） 

以下の 7 つの項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・研磨の意義と目的 

・研磨の方法：荒研磨 

・研磨の方法：仕上げ研磨 

・研磨の方法：つや出し研磨 

・研磨後の処理 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、歯冠修復物の研磨について 2 年

制と 3 年制・4 年制ともに多くの養成施設で

教育されていた。また、項目によっては 2 年

制養成施設において模型実習で教えている割

合が多かった。ただし、「歯科訪問診療にお

ける上記の一部あるいは全部の行為」につい

て教育している養成施設は極めて少なかった

（図 13-33～39）。 

 

 

図 13-33 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 13-34 研磨の意義と目的 

 

 

図 13-35 研磨の方法：荒研磨 

 

 

図 13-36 研磨の方法：仕上げ研磨 

 

 

図 13-37 研磨の方法：つや出し研磨 

 

 

図 13-38 研磨後の処理 

 

 

図 13-39 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 
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3. 全部床義歯治療の行為 

  1) 人工歯選択（全部床義歯治療） 

以下の 6 個の項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・人工歯の材質と形態 

・人工歯の選択基準 

・前歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・臼歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、人工歯選択について 2 年制と 3

年制・4 年制ともに多くの養成施設で教育さ

れていた。また、項目によっては 2 年制養成

施設において模型実習で教えている割合が多

かった。ただし、「歯科訪問診療における上

記の一部あるいは全部の行為」について教育

している養成施設は、2 年制、3 年制・4 年

制を問わず少なかった（図 14-1～6）。 

 

 

図 14-1 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 14-2 人工歯の材質と形態 

 

 

図 14-3 人工歯の選択基準 

 

 

図 14-4 前歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 

 

図 14-5 臼歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 

 

図 14-6 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

  2) ろう義歯試適（全部床義歯治療） 

以下の 14 個の項目について、教育の有無

を比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・義歯床形態の検査：床外形 

・義歯床形態の検査：床縁形態 

・人工歯の排列位置の検査：前歯部 

・人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

・人工歯の排列位置の検査：舌房 

・審美性の検査：人工歯の選択と排列 

・審美性の検査：歯肉形成 

・咬合関係の検査：咬合平面 

・咬合関係の検査：咬合高径 

・咬合関係の検査：咬合位 

・発語機能の検査：発語明瞭度 

・発語機能の検査：パラトグラム 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、ろう義歯試適について 2 年制と
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3 年制・4 年制ともに多くの養成施設で教育

されていた。また、項目によっては 2 年制養

成施設において模型実習で教えている割合が

多かった。ただし、「歯科訪問診療における

上記の一部あるいは全部の行為」について教

育している養成施設は、2 年制、3 年制・4

年制を問わず少なかった（図 14-7～20）。 

 

 

図 14-7 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 14-8 義歯床形態の検査：床外形 

 

 

図 14-9 義歯床形態の検査：床縁形態 

 

 

図 14-10 人工歯の排列位置の検査：前歯部 

 

 

図 14-11 人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

 

 

図 14-12 人工歯の排列位置の検査：舌房 

 

 

図 14-13 審美性の検査：人工歯の選択と排

列 

 

 

図 14-14 審美性の検査：歯肉形成 

 

 

図 14-15 咬合関係の検査：咬合平面 

 

 

図 14-16 咬合関係の検査：咬合高径 

 

 

図 14-17 咬合関係の検査：咬合位 

 

 

図 14-18 発語機能の検査：発語明瞭度 

 

 

図 14-19 発語機能の検査：パラトグラム 
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図 14-20 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

 

  3) チェアサイドでの義歯の修理（全部床

義歯治療） 

以下の 9 個の項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・義歯床の破折：原因 

・義歯床の破折：修理方法 

・人工歯の破折・脱落：原因 

・人工歯の破折・脱落：修理方法 

・義歯清掃の重要性 

・義歯の清掃法 

・義歯のケア（義歯の取り扱い）に関する患

者指導 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、チェアサイドでの義歯の修理に

ついて 2 年制と 3 年制・4 年制ともに多くの

養成施設で教育されていた。また、項目によ

っては 2 年制養成施設において模型実習で教

えている割合が多かった。さらに、項目によ

っては 3 年制・4 年制養成施設において臨床

見学で教えている割合が多かった。ただし、

「歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為」については、2 年制、3 年制・4

年制を問わず教育している養成施設は少なか

った（図 14-21～29）。 

 

 

図 14-21 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 14-22 義歯床の破折：原因 

 

 

図 14-23 義歯床の破折：修理方法 

 

 

図 14-24 人工歯の破折・脱落：原因 

 

 

図 14-25 人工歯の破折・脱落：修理方法 

 

 

図 14-26 義歯清掃の重要性 

 

 

図 14-27 義歯の清掃法 

 

 

図 14-28 義歯のケア（義歯の取り扱い）に

関する患者指導 
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図 14-29 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

4. 部分床義歯治療の行為 

  1) 人工歯選択（部分床義歯治療） 

以下の 6 個の項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・人工歯の材質と形態 

・人工歯の選択基準 

・前歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・臼歯部人工歯の選択：形態、材質、色調、

大きさ 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、人工歯選択について 2 年制と 3

年制・4 年制ともに多くの養成施設で教育さ

れていた。また、項目によっては 2 年制養成

施設において模型実習で教えている割合が多

かった。ただし、「歯科訪問診療における上

記の一部あるいは全部の行為」について教育

している養成施設は、2 年制、3 年制・4 年

制を問わず少なかった（図 15-1～6）。 

 

 

図 15-1 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 15-2 人工歯の材質と形態 

 

 

図 15-3 人工歯の選択基準 

 

 

図 15-4 前歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 

 

図 15-5 臼歯部人工歯の選択：形態、材質、

色調、大きさ 

 

 

図 15-6 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 

 

 

  2) ろう義歯試適（部分床義歯治療） 

以下の 20 個の項目について、教育の有無

を比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・支台装置の検査：適合性 

・連結子の検査：適合性 

・義歯床の検査：床外形 

・義歯床の検査：床縁形態 

・義歯床の検査：隣接する歯槽部への移行状

態  

・人工歯の排列位置の検査：前歯部 

・人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

・人工歯の排列位置の検査：舌房 

・人工歯の排列位置の検査：残存歯列との調
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和  

・審美性の検査：人工歯の選択と排列 

・審美性の検査：歯肉形成 

・審美性の検査：残存歯列との調和  

・咬合関係の検査：咬合平面 

・咬合関係の検査：咬合高径 

・咬合関係の検査：咬合位 

・咬合関係の検査：咬合接触関係 

・発語機能の検査：発語明瞭度 

・発語機能の検査：パラトグラム 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、ろう義歯試適について 2 年制と

3 年制・4 年制ともに多くの養成施設で教育

されていた。また、項目によっては 2 年制養

成施設において模型実習で教えている割合が

多かった。ただし、「歯科訪問診療における

上記の一部あるいは全部の行為」について教

育している養成施設は 2 年制で少なかった

（図 15-7～26）。 

 

 

図 15-7 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 15-8 支台装置の検査：適合性 

 

 

図 15-9 連結子の検査：適合性 

 

 

図 15-10 義歯床の検査：床外形 

 

 

図 15-11 義歯床の検査：床縁形態 

 

 

図 15-12 義歯床の検査：隣接する歯槽部へ

の移行状態  

 

 

図 15-13 人工歯の排列位置の検査：前歯部 

 

 

図 15-14 人工歯の排列位置の検査：臼歯部 

 

 

図 15-15 人工歯の排列位置の検査：舌房 

 

 

図 15-16 人工歯の排列位置の検査：残存歯

列との調和  
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図 15-17 審美性の検査：人工歯の選択と排

列 

 

 

図 15-18 審美性の検査：歯肉形成 

 

 

図 15-19 審美性の検査：残存歯列との調和 

 

 

図 15-20 咬合関係の検査：咬合平面 

 

 

図 15-21 咬合関係の検査：咬合高径 

 

 

図 15-22 咬合関係の検査：咬合位 

 

 

図 15-23 咬合関係の検査：咬合接触関係 

 

 

図 15-24 発語機能の検査：発語明瞭度 

 

 

図 15-25 発語機能の検査：パラトグラム 

 

 

図 15-26 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

 

  3) チェアサイドでの義歯の修理（部分床

義歯治療） 

以下の 15 個の項目について、教育の有無

を比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・支台装置の破損・脱落：原因 

・支台装置の破損・脱落：修理方法 

・義歯床の破折：原因 

・義歯床の破折：修理方法 

・人工歯の破折・脱落：原因 

・人工歯の破折・脱落：修理方法 

・人工歯の追加（増歯）：原因 

・人工歯の追加（増歯）：追加（増歯）方法  

・連結子・フレームワークの破折：原因 

・連結子・フレームワークの破折：修理の方

法 

・義歯清掃の重要性 

・義歯の清掃法 

・義歯のケア（義歯の取り扱い）に関する患

者指導 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは
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全部の行為 

その結果、チェアサイドでの義歯の修理に

ついて 2 年制と 3 年制・4 年制ともに多くの

養成施設で教育されていた。また、項目によ

っては 2 年制養成施設において模型実習で教

えている割合が多かった。さらに、項目によ

っては 3 年制・4 年制養成施設において臨床

見学で教えている割合が多かった。ただし、

「歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為」について教育している養成施設

は 2 年制で少なかった（図 15-27～41）。 

 

 

図 15-27 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 15-28 支台装置の破損・脱落：原因 

 

 

図 15-29 支台装置の破損・脱落：修理方法 

 

 

図 15-30 義歯床の破折：原因 

 

 

図 15-31 義歯床の破折：修理方法 

 

 

図 15-32 人工歯の破折・脱落：原因 

 

 

図 15-33 人工歯の破折・脱落：修理方法 

 

 

図 15-34 人工歯の追加（増歯）：原因 

 

 

図 15-35 人工歯の追加（増歯）：追加（増

歯）方法 

 

 

図 15-36 連結子・フレームワークの破折：

原因 

 

 

図 15-37 連結子・フレームワークの破折：

修理の方法 

 

 

図 15-38 義歯清掃の重要性 

 



87 

 

 

 

 

図 15-39 義歯の清掃法 

 

 

図 15-40 義歯のケア（義歯の取り扱い）に

関する患者指導 

 

 

図 15-41 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

 

5. 生体への侵襲度の低い診療行為 

  1) 光学印象 

以下の 6 個の項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・CAD/CAM システム 

・口腔内スキャナを用いた印象採得・咬合採

得 

・口腔内スキャナのデータの保存と転送 

・データの管理 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、光学印象について 2 年制と 3 年

制・4 年制ともに多くの養成施設で教育され

ていた。「口腔内スキャナのデータの保存と

転送」や「データの管理」の項目では 2 年制

養成施設の教えている割合が少なかった。ま

た、「歯科訪問診療における上記の一部ある

いは全部の行為」について教育している養成

施設は、2 年制、3 年制・4 年制を問わず少

なかった（図 16-1～6）。 

 

 

図 16-1 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 16-2 CAD/CAM システム 

 

 

図 16-3 口腔内スキャナを用いた印象採得・

咬合採得 

 

 

図 16-4 口腔内スキャナのデータの保存と転

送 

 

 

図 16-5 データの管理 

 

 

図 16-6 歯科訪問診療における上記の一部あ

るいは全部の行為 
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  2) 口腔内写真の撮影 

以下の 7 個の項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・カメラ・撮影の基礎知識：絞り 

・カメラ・撮影の基礎知識：シャッタースピ

ード 

・必要器具：口角鉤、ミラー、接写用レン

ズ、フラッシュ 

・撮影方法 

・記録の保存 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、「診療過程での位置付け」につ

いて 2 年制と 3 年制・4 年制ともに約 6 割の

養成施設が教育していたものの、その他の項

目については、教育している養成施設は 2～

3 割にとどまっていた。また、「歯科訪問診

療における上記の一部あるいは全部の行為」

について教育している養成施設は、2 年制、

3 年制・4 年制を問わず少なかった（図 16-7

～13）。 

 

 

図 16-7 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 16-8 カメラ・撮影の基礎知識：絞り 

 

 

図 16-9 カメラ・撮影の基礎知識：シャッタ

ースピード 

 

 

図 16-10 必要器具：口角鉤、ミラー、接写

用レンズ、フラッシュ 

 

 

図 16-11 撮影方法 

 

 

図 16-12 記録の保存 

 

 

図 16-13 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

 

  3) 咀嚼能力検査（グミゼリー） 

以下の 3 個の項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・検査の目的 

・検査の方法 

その結果、いずれの項目についても 3 年

制・4 年制養成施設では 8 割が教育していた
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のに対して、2 年制養成施設では約 3～4 割

にとどまっていた（図 16-14～16）。 

 

 

図 16-14 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 16-15 検査の目的 

 

 

図 16-16 検査の方法 

 

 

  4) 義歯を口腔内から取り外す 

以下の 8 個の項目について、教育の有無を

比較した。 

・この行為の診療過程での位置付け 

・義歯の設計 

・全部床義歯の取り外し方法 

・部分床義歯の取り外し方法 

・義歯清掃の重要性 

・義歯の清掃法 

・義歯のケア（義歯の取り扱い）に関する患

者指導 

・歯科訪問診療における上記の一部あるいは

全部の行為 

その結果、いずれの項目についても 2 年制

養成施設に比べて 3 年制・4 年制養成施設の

教育している割合が高かった。また、「歯科

訪問診療における上記の一部あるいは全部の

行為」について教育している養成施設は 2 年

制で少なかった（図 16-17～24）。 

 

 

図 16-17 この行為の診療過程での位置付け 

 

 

図 16-18 義歯の設計 

 

 

図 16-19 全部床義歯の取り外し方法 

 

 

図 16-20 部分床義歯の取り外し方法 

 

 

図 16-21 義歯清掃の重要性 

 

 

図 16-22 義歯の清掃法 

 

 

図 16-23 義歯のケア（義歯の取り扱い）に

関する患者指導 

 



90 

 

 

 

 

図 16-24 歯科訪問診療における上記の一部

あるいは全部の行為 

 

 

[3] 教育の評価 

（教育の実態を点数化する試み） 

 各行為に対する教育の状況について、今回

のアンケート調査の回答をもとにワーキング

グループにおいて検討し、評価基準を以下の

ように設定し、評価の点数化（定量的評価）

を試みた。 

【評価基準】 

 評価基準を以下のように設定した。 

 ◎：「よく教育されている」と考えられる 

（「教えている」と回答した項目が

90%以上） 

 ○：「教育されている」と考えられる 

（「教えている」と回答した項目が

80%以上 90%未満） 

 △：「十分ではないが、概ね教育されてい

る」と考えられる（「教えている」と

回答した項目が 50%以上 80%未満） 

 ✕：「あまり教育されていない」と考えら

れる （「教えている」と回答した項

目が 50%未満） 

【総合評価】 

 各項目の評価を、◎：4 点、○：3 点、

△：2 点、✕：1 点、として配点し、教育の

評価をマークと数値で表した。また、各行為

の項目の平均点を算出し、各行為の総合評価

を行った。 

 この評価方法により、2 年制養成施設と 3

年制・4 年制養成施設の回答を比較した。 

（調査結果詳細は資料 3：教育の評価（点数

化）参照） 

【結果概要】  

各行為の総合評価は、3 年制・4 年制養成

施設が 1.2～4.0 点（2 点未満が 1 行為、2 点

以上が 16 行為）、2 年制養成施設が 1.0～4.0

点（2 点未満が 5 行為、2 点以上が 12 行為）

であり、総合評価は 3 年制・4 年制養成施設

がおおむね高い傾向を示した。ただし、「教

えている」と回答した際の教育形態（講義+

実習）の中で、「実習」が占める割合を 2 年

制と 3 年制・4 年制で比較したところ、ほぼ

同程度だったのが 6 行為、2 年制が高い傾向

を示したのが 8 行為、3 年制・4 年制が高い

傾向を示したのが 6 行為であった。すなわ

ち、実習形式での教育に関しては、逆に 2 年

制養成施設の方が高い傾向を示した。「歯科

訪問診療における行為」については、両養成

施設ともあまり教育されていなかった。 

 

 

[4] ヒアリング調査 

 調査対象の 7 校の内訳は、修業年限では 2

年制 4 校、3 年制 1 校、4 年制 2 校であっ

た。また、地域では、関東・甲信越 3 校、近

畿 1 校、中国・四国 3 校であった。 

（調査結果詳細は、資料 4：ヒアリング調査

結果参照） 

【調査結果概要】1. 相互実習について 

 相互実習を行っていたのは 7 施設中 4 施設

であり、3 年制・4 年制養成施設で相互実習

を行っているところが多く、「顎口腔機能学

実習」や「CAD/CAM デザイン工学実習」な

どにおいて行われていた。2 年制養成施設で

は「歯科技工実習」において行われていた。 

 

2. 臨床見学実習について 

 臨床見学実習を行っていたのは 7 施設中 6

施設であり、3 年制・4 年制養成施設のすべ

てと 2 年制養成施設のほとんどが臨床見学実
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習を行っていた。その形式は、大学病院の診

療室や技工室をローテートしながら見学する

形式が多かった。 

 

3. デジタル技術の実習について 

 2 年制養成施設および 3 年制・4 年制養成

施設を問わず、すべての養成施設で

CAD/CAM などのデジタル技術の実習を行っ

ていた。ただし、内容はさまざまで、補綴装

置によってデザインまでとしたり、材料もレ

ジンブロックやワックス棒などを使ったり

と、養成施設によって違いがみられた。 

 

4. 感染予防、医療安全に関する実習につい

て 

 感染予防の実習を行っていたのは 7 施設中

2 施設であり、残りの施設は講義で教育して

いた。また、医療安全に関する実習は行って

いなかった。 

 

5. 咀嚼能力検査に関する実習について 

 咀嚼能力検査に関する実習を行っていたの

は 7 施設中 1 施設（4 年制養成施設）のみで

あった。 

 

6. 模型実習について 

 ヒアリングを行った項目のうち、光学印象

については具体的な内容が聞き出せたもの

の、残りの項目については、模型実習で行っ

ていない養成施設が多く、詳細な聞き取りが

できなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ．考察 

1. 調査目的および調査対象について 

 令和 2 年度の厚生労働科学特別研究『歯科

技工士の業務内容の見直しに向けた調査研

究』において、歯科技工士の業務範囲に関す

る歯科医師と歯科技工士の意識調査が実施さ

れた。この研究により、歯科技工士が診療室

チェアサイドおよび歯科訪問診療先で、「歯

科医師の指示のもとで歯科技工士が行っても

よいと考える行為」と「必要な教育・研修を

受ければ、歯科医師の指示のもとで歯科技工

士が行ってもよいと考える行為」が整理さ

れ、歯科技工士の業務内容の見直しに向けた

今後の議論のための基礎資料が得られた。本

研究では、歯科技工士が診療室のチェアサイ

ドおよび歯科訪問診療先で「歯科医師の指示

のもとで歯科技工士が行ってもよいと考える

行為」と「必要な教育・研修を受ければ、歯

科医師の指示のもとで歯科技工士が行っても

よいと考える行為」に関する教育の現状を明

らかにするため、歯科技工士養成施設に対す

るアンケート調査とヒアリング調査を行っ

た。 
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 アンケート調査は、全国のすべての歯科技

工士養成施設 49 か所を調査対象とした。有

効回答は 35 か所からあり、有効回答率は

71.4%であった。これまでの研究と比較して

も有効回答率は低くなく、歯科技工士養成施

設から多くの意見を得ることができたと考え

る。また、ヒアリング調査は、歯科技工士養

成施設の中から地域や修業年限を考慮し、さ

らにワーキング委員が調査に直接同意を取り

付けた施設の合計 7 か所（2 年制 4 か所、3

年制 1 か所、4 年制 2 か所）を選定、調査対

象とした。今回は、各養成施設が所在する都

道府県内に歯学部・歯科大学が存在するかど

うかは考慮していない。しかしながら、2 年

制施設の中では、同じ地域に歯学部・歯科大

学が存在する場合とそうでない場合とで臨床

実習などに大きな差がある可能性も考えられ

ることから、次年度のヒアリング調査では、

さらに歯学部・歯科大学が存在する地域とそ

うでない地域での調査対象の選定が必要であ

る。 

 

2. 調査方法について 

 1) アンケート調査 

 前年度の研究結果を踏まえ、「歯科医師の

指示のもとで歯科技工士が行ってもよいと考

える行為」と「必要な教育・研修を受けれ

ば、歯科医師の指示のもとで歯科技工士が行

ってもよいと考える行為」の中から、17 の

行為を選定し、各行為について、歯科医師養

成機関で採用されている参考図書（教科書）

や歯科技工士養成施設で採用されている教本

（教科書）などを参考にして、各々の行為に

ついての具体的な業務内容を「項目」として

設定、これらについて教育しているか否かを

質問した。これらの項目の数は行為によって

差があるものの、その行為の内容を概ね網羅

していたと考えてよい。 

 

 2) ヒアリング調査 

 アンケート調査の結果を踏まえて、本ヒア

リング調査では、アンケート調査では十分把

握できなかったと考えた実習内容、すなわ

ち、相互実習、臨床見学実習、デジタル技術

の実習、感染予防・医療安全に関する実習、

咀嚼能力検査に関する実習、模型実習などに

関する教育内容を調査項目とした。これらの

項目を含んだ調査票を作成し、それを基に対

面もしくは Web での聞き取りをワーキング

委員が行った。特に模型実習に関しては、フ

ァントームや母模型（模型を患者の顎口腔と

みなしたもの）などを用いることで、患者を

シミュレーションした実習が可能であること

から、それがどのように行われているかを詳

細に聞き取った。これらの結果は、今後の実

習方法を検討するうえで有用になるものと考

えた。 

 

3. 教育の現状について 

 1) 全体として 

 総論の行為では、「介護」、「歯科訪問診

療」、「医療安全」に関して、教育している養

成施設は少なかった。また、「歯冠修復治療

の行為」、「全部床義歯治療の行為」、「部分床

義歯治療の行為」などで、歯科訪問診療に関

するもの以外のチェアサイドでの項目は、歯

科技工との関連の中で教育されていた。生体

への侵襲度の低い診療行為では、「口腔内写

真の撮影」や「咀嚼能力検査」に関して教育

している養成施設は少なかった。 

 これらのことから、全体として「歯科訪問

診療における行為」を除いて、歯科医師の指

示のもとで歯科技工士が行ってもよいと考え

る行為」と「必要な教育・研修を受ければ、

歯科医師の指示のもとで歯科技工士が行って

もよいと考える行為」の中の 17 の行為のう



93 

 

 

 

ち、「総論の行為」や「生体への侵襲度の低

い診療行為」以外については、歯科技工との

関連の中で教育されていた。一方、「総論の

行為」や「生体への侵襲度の低い診療行為」

においては、十分に教育されていなかった。

とりわけ歯科訪問診療は、地域包括ケアシス

テムの中で、多職種が関わりながら行われる

ことが求められており、「歯科訪問診療にお

ける行為」に関する教育は、患者の状態の把

握に加え患者に関わる関係者との連携や生活

環境にあわせた診療が重要であることや、訪

問先の環境に応じた歯科診療体制が求められ

る、という視点が必要と考えられた。 

 

 2) 実習に関するヒアリング結果について 

「臨床見学実習」や「デジタル技術の実

習」については実習内容の聞き取りができた

ものの、その他の実習については、講義形式

で教育している養成施設が多く、得られた情

報は少なかった。しかしながら、臨床見学実

習やデジタル技術の実習については、限られ

た資源の中で工夫して行われていることが明

らかとなった。一方、歯科技工との関連の中

で診療行為のシミュレーションとしての模型

実習や相互実習を行っている施設は 2，3 か

所と少なかったが、模型実習や相互実習はチ

ェアサイド等での業務のシミュレーションと

して有効な方法であることから、重要な参考

事例になると考えられた。 

 

 3) 修業年限による「必要とされる教育内

容」の相違について 

 本研究では、2 年制養成施設からの回答と

3 年制・4 年制養成施設からの回答を比較す

ることにより、「歯科医師の指示のもとで歯

科技工士が行ってもよいと考える行為」と

「必要な教育・研修を受ければ、歯科医師の

指示のもとで歯科技工士が行ってもよいと考

える行為」の中の 17 の行為について、必要

とされる教育内容に関して、修業年限による

実施の相違を確認した。ただし、3 年制・4

年制養成施設からの回答数が 5 であるため、

統計学的検討はできなかったが、傾向は把握

できたものと考える。 

 2 年制ないし 3 年制・4 年制における、回

答があった全養成施設数を分母とした場合

の、教育していると回答した施設数の割合を

比べると、2 年制養成施設よりも 3 年制・4

年制養成施設の方が高いものの、実習での教

育の割合は 2 年制養成施設の方が高い傾向が

認められた。 

歯科技工との関連の中で教育されている

「歯冠修復治療の行為」、「全部床義歯治療の

行為」、「部分床義歯治療の行為」、「生体への

侵襲度の低い診療行為」などの行為における

同割合は、両養成施設とも高い傾向を示して

いたが、「総論の行為」については両養成施

設で差を認めた。 

 

 4) 教育の評価 

本研究では、教育の実態を点数化しようと

試みた。しかしながら、評価基準の設定は容

易ではない。本ワーキンググループにおいて

熟慮を重ねて評価基準を作り、「歯科医師の

指示のもとで歯科技工士が行ってもよいと考

える行為」と「必要な教育・研修を受けれ

ば、歯科医師の指示のもとで歯科技工士が行

ってもよいと考える行為」の中の 17 の行為

について点数化を行った。これにより、教育

の実態をより可視化でき、現状を把握し、就

業年限の違いによる比較も可能になったと考

えられた。 

 

 本研究結果により、「歯科医師の指示のも

とで歯科技工士が行ってもよいと考える行

為」と「必要な教育・研修を受ければ、歯科
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医師の指示のもとで歯科技工士が行ってもよ

いと考える行為」の中から選定した 17 の行

為に関する教育の現状が明らかになった。す

なわち、本研究班が選定した 17 の行為（歯

科診療業務）を行う上で修得すべき項目につ

いて、講義・実習等の教育形態、および「教

えている」と回答した歯科技工士養成施設数

から教育の実態を数値化することにより、①

歯科技工士養成における教育の現状、②2 年

制と 3・4 年制における教育内容の相違、③

3・4 年制においても教育が不十分な項目、

が明らかとなった。これらのことから、今

後、歯科技工士の業務内容を検討する際に必

要と考えられる教育の内容が示されたと言え

る。 

 これらのことを踏まえ、歯科技工士の業務

内容を検討する際には、現行の歯科技工士法

の中で可能と考えられる行為と可能ではない

行為とに分けて検討すべきである。両者を分

けたうえで、各々に関する具体的な教育内

容、時間数、必要な教育資源の確保などにつ

いて、十分に検討する必要がある。さらに、

現行の 2 年制養成施設ではこれらの教育は困

難であることが容易に予想されるため、養成

施設に細やかなヒアリングを行ったうえで、

明らかにされる課題を解決する新しい教育の

あり方についても、検討する必要があろう。

歯科医師と歯科技工士の協同による質の高い

歯科医療の提供に向けて、患者の利益の最大

化を中心に据え、さらには歯科医師の負担軽

減と歯科技工士のワークエンゲージメントを

併せ考え、両者の連携をより深める教育につ

いて、次年度の研究が進められることが期待

される。 

 

 

 

Ｅ．結論 

歯科技工士が「歯科医師の指示のもとで歯

科技工士が行ってもよいと考える行為」と

「必要な教育・研修を受ければ、歯科医師の

指示のもとで歯科技工士が行ってもよいと考

える行為」の中の 17 の行為を行う場合に必

要な教育を明らかにするため、現状における

教育内容の実態を把握するアンケート調査お

よびヒアリング調査を行った。その結果、歯

科技工士養成施設における教育内容の現状に

ついて把握し、歯科技工士の業務内容を検討

する際に必要と考えられる教育項目のうち、

教育できていない部分を明らかにできた。こ

れらの結果は、次年度の研究を行うにあたっ

ての有益な基礎資料になると考えられる。  
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資料 1：調査票（業務・教育内容検討ＷＧ）  
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資料 2：ヒアリング調査票（業務・教育内容検討ＷＧ）  
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資料 3：教育の評価（点数化）  
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資料 4：ヒアリング調査結果（業務・教育内容検討ＷＧ）  
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